
 

 

 

 

 

令和元年度  
 

第１回通所介護運営推進会議議案  

 

    と き 令和元年９月１８日(水)14:00 から 14:45 

ところ 地域福祉センター会議室 

 

 

 

 

 

 

 ～ 次 第 ～ 
 

１、挨  拶 
 

２、議  事 
 

（１）令和元年度通所介護事業の運営状況について 
 
（２）意見交換 
 

（３）そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 置戸町社会福祉協議会 ＞ 



 

 

１、令和元年度通所介護事業の運営状況について 
 

（１）通所介護登録利用者数 67 名（R１.8 末現在）             (単位:人) 
 

要介護度 

別 内 訳 

ﾁｴｯｸ 
ﾘｽﾄ 支援 1 支援 2 介護 1 介護 2 介護 3 介護 4 介護 5 

0 25 11 22 6 1 2 0 

年 齢 別 

内   訳 

65歳未満 ～70歳 ～75歳 ～80歳 ～85歳 ～90歳 ～95歳 96歳以上 

1 1 2 10 16 24 10 3 

平均要介護度 1.1 平均年齢 85.4 

 *利用者で 100 歳以上は２名で男女各１名です。 

 

（２）通所介護利用者の状況                       (単位:日,人) 
 

区 分 開設日数 利用者人員 延べ利用者 １日平均 
前 年 
１日平均 

備 考 

４月 20 59 295 14.8 14.1  

５月 19 58 277 14.6 14.2  

６月 20 67 306 15.3 15.5  

７月 22 62 350 15.9 16.0  

８月 21 59 295 14.1 14.9  

計 102 305 1,523 14.9 14.9  

 

（３）営業時間と利用定員 
 
  ○営業時間 午前 10 時から午後 4 時まで   ○利用定員 １８名 

 

（４）通所介護の１日の流れ 
 

① お迎え ／ 8:40～9:40 

  ②手洗い.うがい.バイタル測定 ／ 9:40～9:50 

  ③朝の会 ／ 9:50～10:00 

  ④入 浴 ／ 10:00～11:50 

  ⑤口腔体操 ／ 11:50～11:55 

  ⑥昼 食 ／ 11:55～12:20 

  ⑦歯磨き.トイレ ／ 12:20～12:40 

  ⑧午 睡 ／ 12:40～13:30 

  ⑨水分補給.おやつ.機能訓練 ／ 13:30～15:00 

  ⑩レクリエーション ／ 15:00～15:20 

  ⑪水分補給.帰り準備 ／ 15:20～15:50 

  ⑫帰りの会 ／ 15:50～16:00 

  ⑬お見送り.送迎 ／ 16:00 
 
  *デイのボランテイアの方は２名で、洗髪後ドライヤーや見守りで来所されています。 
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（５）口腔体操及び機能訓練について 
 

① 口腔体操 ～ 昼食前に飲み込みや唾液分泌を促す口腔体操を 2-3 分実施 

  ② 機能訓練 ～ 利用者一人ひとりの身体機能に応じ、手足などの可動域訓練・ 

歩行訓練及び食後の口腔ケアなどを実施 

 

（６）レクリエーションなどについて 
 

① レクリエーション ～ 簡単な体操やレクリエーションを行い健康の維持増進を図る 

② 発声練習 ～ 舌や唇の動きを徐々に良くし嚥下の状態を改善する 

 

（７）通所介護の行事について 
 

① 春のバスハイク 6 月 3 日(月)から 6 日(木) 道の駅おんねゆ温泉・果夢林 

② デイ運動会 8 月 5 日(月)から 8 日(木) デイホール 

③ 敬老の集い 9 月 9 日(月)から 12 日(木) つつじの会の皆さんの歌や踊り披露 

                                           （各行事などの写真添付 P4～10） 

 

（８）通所介護職員研修について 
 

① 介護技術基本と応用研修／北見市(R1.5.25) 介護士 2 名 

② 看護師専門研修／札幌市(Ｒ1.7.17-19) 看護師 1 名 

 

（９）事故報告等の状況について                   (単位:件) 
 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計 

事 故 報 告 0 0 0 0 0 0 0 

ヒヤリハット １ 0 0 0 １ 0 ２ 

 

（10）通所介護職員体制 
 

管 理 者 生活相談員 
看護師兼機能 
訓練指導員 介護職員 調 理 員 

1 名 
(兼 務) 

1 名 1 名 
3 名 

(うち兼務1名) 
2 名 

(午前2名..午後1名体制) 

 

（１1）自己評価とその改善処置について 
 
  ①自己評価実施日  平成３1 年 4 月 1 日 

  ②主な改善措置  自由に選択できる個別性に配慮したレクリエーシュン 

プログラムを検討及び職員の調査研究のため先進事例を調査する。 
 
  *介護保険ｻｰﾋﾞｽ評価に関する北海道基準の自己評価及び評価結果公表要領に 

基づき、基本的事項及び事業の管理運営事項並びにサービスの提供について、
事業所職員で検討し自己評価を実施 
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２、意見交換 
 

M 委員：デイサービスを楽しく過ごしています。 
 

T 委員：いつもデイサービスに行くのを楽しみにしています。 

    下肢筋力低下のため階段式などでの機能訓練をお願いします。 
 

K 委員：利用者で入浴するかたはどのくらいですか。 
 

T 相談員：日によって違いますが 7～6 割の方が入浴しています。 

     なお、男性の方はほとんどの方が入浴しています。 
 

S 委員：人員確保のためのどのようなことをしていますか。 
 

S 管理者：町で給付型奨学金「福祉の夢」サポート奨学金の支給を行っていますし、 

介護福祉士養成専門学校の訪問を行っています。また、ハローワークや福祉 

バンクへの募集を行っています。 
 

K 委員：通所介護職員体制について教えてください。 
 

S 管理者：通所介護の職員は、□管理者、〇生活相談員、◇看護師、△介護士、▽調理員 

です。 
 

福祉 C 所長：自己評価の公表はどのようにしていますか。 
 

S 管理者：今後、当協議会 HP で公表するよう検討します。 

 

 

 

３、そ の 他 
 

 令和元年度第 2 回の通所介護運営推進会議につきましては、令和２年 2 月頃を予定 

していますので、宜しくお願いします。 
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